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肺結核患者 ノ尿中ニ於 ケル結核菌 ノ險索ニ 就 テ

井 高尚 夫

本論丈 ノ要 旨ハ第12同 日本結核病學會総 會 二於 テ蛮表 セルモ ノナ リ。

緒 言

肺 結 核 患 者 ノ流 血 中 二結 核 菌 ラ謹 明 シ得 ル ヤ否

ヤ 即 チ其 ノ菌 血症 二關 シテノ、Willemin ,Wei-

gert等 ノ報 告 以 來 近 クハL6wensteinノ 登 表

ヨ リ、 コ1ノニ封 スル追 試 甚 ダ多 久 殆 ド枚 基 二

逞 ア ラザ ル モ 今其 ノ 圭 ナ ル モ テ 略 述 ス レバ

Weigertハ 喀 血死 亡 セ ル 屍 盟 ノ静 脈 瘤 ヨ リ結

核 病 竈 ラ登 見 シWeichselbaumノ ・粟 粒 結 核 患

者 ノ流 血 中 ヨ リ結 核 菌 テ 詮 明 シJoussetモ 急

性 及 ピ慢 性 ノ結 核 患 者 血 中 ヨ リ本 菌 テ検 出 シ、

Rosenbergerハ 、結 核 ノ種 々 ノ過 程 二於 テ練 テ

ノ揚 合 陽 性 ナ リ ト登 表 シ、L6wensteinノ ・1925

年1930年 ノ2同 二 亙 リ結 核 家 兎及 ビ海 瞑 ノ心

血 中蛇 ビニ肺 結 核 患 者 ノ流 血 ヨ リ培 養 ニ ヨ リ菌

ノ存 在 テ謹 明 セ リ。 コ レ ニ 關 シ我 國 ニ テ モ吉

田、 飯 淵、 今 村 等 ノ報 告 ア リ テ ィ ヅ レモ流 血

中 二菌 ノ存 在 ス ル テ 認 メ タ リ。 コ レニ反 シ、

Ravenel,且ewatu.SchUtterland,Dailey,

Schr6deru.Cotton,淺 山、 大 谷 ノ諸 氏 ノ・血 中

二菌 ラ謹 明 セズ。 然 レ ドモ以 上 多撒 ノ實験 成 績

ヨ リ シテ現 在 ニ テハ、 肺 結 核 患 者 ノ流 血 中 らハ

其 ノ脛 過 中或 ル時 期 ニハ菌 ハ 存在 シ検 出 シ得 ル

モ ノナ ラ ン。 然 ラバ流 血 中 二存 在 スル結 核 菌 ガ

結 核 性 病 攣 ナ キ腎臓 テ通 ジテ尿 中 二排 出 サ ル ・

モ ノナル ヤ否 ヤノ・甚 ダ興 味 アル 問題 ニ シテ、 コ

コ ニ本 問題 二關 ス ル 先 人 ノ 業 績 ラ概 略 ス レバ

Spitzer及 ビMedlarハ 健 全 ナル 腎臓 ハ結 核 菌

ノ通 過 テ許 サズ臨 鉢 的 二健 全 ト親 ラ～レ・モ組 織

的 ニノ・結 核 性 病 慶 ノ存 在 スル テ述 べMeyerモ

腎 臓 二障 碍 ナ キ場 合 ハ菌 ハ通 過 セズ ト論 キTho・

masハ 多 数 ノ例 二就 キ 病 理解 剖 上 ヨ リ シテ 腎

臓 二多 少 ノ解 剖 學 的攣 化 ナ ク シテ ハ菌 ハ通過 セ

ズ結 核 菌 ガ 腎臓 テ通 ジ検 出 サ ル ・揚 合 ハ少 ク ト

モ蛋 白尿 テ件 フ モ ノナ ル コ トテ結 論 セ リ。

コ レニ封 シテFoullertonu.且illierノ 、6例 ノ

患 者 二就 キ テ臨 殊 上腎 臓 結 核 テ認 メザ ル モ ノニ

其 ノ尿 中 ヨ リ結 核 菌 テ 検 出 シ 且umbertハ 重

症 肺 結核 患 者 ノ尿 テ梅 猿 二注 射 シ、43例 中7例

二於 テ陽 性 ノ結 果 テ得
、 然 シテ夫 レ等 へ 腎臓

結 核 テ認 メ ザ リ シテ述 べ同 ジ ク、Rieder,Kie-

11euthner,Ristu.Leon-Kindberg,Ramel等

ノ・イ ヅ レモ臨躰 上 腎臓 結核 ラ認 メザ ル モ ノニ就

キ テ其 ノ尿 中 二結 核 菌 ノ出 ヅ ル テ報 告 セ リ.

Wildbolzハ 腎 臓 結 核(又 ハ 結 核 性 腎 臓 炎)ラ 伴

ハ ズ シテ菌 ノ尿 中 二出 ヅル コ トモ極 メ テ稀 レナ

リ ト述 ベ タ リ。 最 近Deistハ 動 物 及 ビ肺 結核

患 者 二就 キ テ研 究 シ、 肺 結 核 患 者31例 中12例

二於 テ臨 休 上 腎臓 結 核 テ否 定 シ得 ル モ ノヨ リ陽

性 ノ結 果 ラ得 タル テ畿 表 セ リ。 カ ク ノ如 ク肺 結

核 患者 ノ尿 中 二結核 菌 ラ排 出 ス ル ニ 關 シテ ハ、

未 ダ諸 家 ノ學 設 一・致 ス ル ニ至 ラズ シテ我 國 ニ テ

ハ、 本 問題 二關 ス ル報 告極 メ テ少 ナ ク志 賀
、 北

川 氏 等 ノ報 告 アル ノ ミニ シテ、 雨 氏 共 腎臓 二著

攣 ナ キ患 者 二於 テ、 其 ノ尿 中 二結核 菌 テ観 タル

例 テ報 告 セ ラ レタ リ。

余 ハ先 年 東 京 慈 恵 醤 院 内科 教 室在 勤 中本 問題 二

關 シ、 同 院 入院 患 者10例 二就 キ實 験 テ 行 ヒ學

會 二於 テ嚢 表 セ ル ガ弦 二其 レ テ記 述 報 告タ ン ト

スル モ ノナ リ。
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實験方法

質駒二供セル患者ハ縮 テ東京慈恵會署院内科結

核病棟二入院加療 中ノモノニシテ、病歴 ノ詳細

記述ハ、之テ省略スルモ病状 ハ、本院 ノ性質上

重症患者多 ク、 イヅレモ開放性肺結核患者 ニシ

テ、増殖型又ハ混合型 ト認 メ ラ ル ・モ ノニシ

テ、男7名 、女3名 内増殖型 ト思ハル ・モノ4

名他 ノ6名J・混合型ナ リ。

尿所見ハ各例典 二蛋 白ハ認メズ検鏡上赤血球及

ビ風任ハ、之テ認 メズ白血球 ハ少数ラ3例 二於

テ認 メタリ。術各例共 二腎臓機能検査 テ行 ζ、

濃縮試験ハ内6例 ニフェノー ルズ ルフ。フタレ

イ ン法(武 田化 學 藥 品 會 肚 褒 賞 品)ヲ'全 例 二就 キ

テ行 ヒ腎臓 機能 テ検 セ リ。其 ノ結 果 ノ・イヅ レモ

正常 ニ シテ、 郎 チ臨 休 上 ハ 腎臓 疾 患 ハ以 上 ノ尿

所 見拉 ビニ機 能 検 査 ニ ヨ リテ認 メ ラ レザ ル モ ノ

ナ リ。

實験 方 法 ハ患者1日 ノ全 尿 テ滅 菌 セル蓄 尿 器 二

集 メ(「 トル オー ル 」ラ入 レ)滅 菌 セル 大 沈 澱 管

(50琵 容 レ)二分 注 シ1分 間2000同 軸 ノ速 度 テ以

テ、 約15分 間 遠 心 沈 澱 ラ行 ヒ タ ル 後 其 ノ全 沈

渣 ヲ集 メ滅 菌 試 験 管 内 二 移 シ10%硫 酸(「メ ル

ク」製)テ 同量 加 へ、30分 間卿 卵寮 内 二放 置 シ後

取 出 シ テ 更 二15分 間遠 心沈 澱 シ、 其 ノ沈 渣 ノ

ー 部 テPetragnani及 ビPetroffノ 培 養 基 二

各 々5本 ヅ ツ コ レテ白金 耳 テ以 テ培 養 セ リ。

更 二其 ノ沈 渣 二生 理 的 食盛 水 テ如 ヘ テ遠 心 沈 澱

シ其 ノ沈 渣 テ以 テ塗 抹 標 本5枚 ラ作 りテー ル、

ネル セ ン氏 法 ニ ヨ リテ染 色 セ リ。 本 實験 ノ・之 テ

各 々例 二就 キ テ各 々23日 間宛 連 綾 シ 行 ヒ タル

テ以 テ實験 成 績 トシ テ 得 タル培 養 基 ノ・2248本

ニ シテ(52本 ハ雑 菌登 育 英 他 ノ爲 メ成 績 二参 與

スル テ得 ズ)塗 抹 標 本 ハ真 数1250二 達 セ リ。

倫 實 験 二供 セ シ培 養 基 ハPetragnani及 ビPe-

trollノ 培 養 基 ニ シテ1回 製 造 セ ル度 二対 照 ト

シテ結 核 菌 テ培 養 シイ ヅ レモ毎 回 明 二結核 菌 ノ

菌 苔 ノ生 ズ ル テ認 メ タ リ。 倫 培 養 観察 ハ2週 以

上 ニ シテ疑 ハ シキ菌 苔 ノ螢 育 テ認 メ タル時 ハ鏡

検 拉 ビ ニ動 物 實 駿 テ施 行 セ リ。

種 別

姓 名
性別 年齢 主要病攣部及病型

喀 疾
「カ・ ス

キ ーJ
尿 所 見

培 養
動物
實験

塗抹
標本ペ ト ラ

ニ ー 言;『一 舎 24 右上葉増殖型 皿 異 常 ナ シ 一 一 一

一 舎 26 両側混合型 V 異 常 ナ シ 一 一 一

一 ・♀一 30 雨側混合型 V 白血球少撒 一 一 一

♀ 15 左側混合型 ∬ 異 常 ナ シ
一 一 一一

舎 25 右下葉屠殖型 皿 白血球少撒 十 十 一 一一一 舎 28 左側塘殖型 皿 異 常 ナ シ 一 一 一

一 舎 18 雨側混合型 IV 白血球少籔 一 一 一

舎 27 右側増殖型 V 異 常 ナ シ 十 十 一 一一一 '舎
16 雨側混合型 H 異 常 ナ シ 十 十 一 一

♀ 17 雨側混合型 IV 異 状 ナ シ 一 一 一

實験成績

表示ノ如 ク3例 ニテハ各培養基上二於 テ抗酸性

菌 ノ生ズルテ観 タルモ動物實験 トシテ該菌テ海

猿 ノ皮下二接種 セル ニ結核性病攣テ認 メラレ

ズ。

又塗抹標本ハ詳細ニコレテ検鏡 セシモ結核菌テ

認 メラレザ リキ。

即チ培養上及ビ塗抹標本ニテハイヅレモ陰性 ノ

結果 テ得 タルナ リ.
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結論及ビ考察

余 ハ臨 林 上泌 尿 器 二結核 性病 攣 ナ シ ト認 メ ラル

ル肺 結 核 患者10例 二就 キ各 々23日 間 ノ尿 中 二

於 ケル結 核 菌 ノ検 索 テ試 ミタル ニ総 テ ノ例 二於

テ陰 性 ノ結 果 テ得 タ リ。Deistノ ・尿 中 二結 核 菌

ノ検 出 サ ル ・時 期 ハ肺 結 核 二封 ス ル外 科 的 治 療

ラ加 く・タル前後 二多 キ テ述 くごタ リ。 余 ノ實 験 二

供 セ ル患 者 ハ総 テ内科 的 二安 静 テ保 タ シメ タ ル

モ ノ ・ ミニ シテ、 更 二多撒 例 二就 キ種 々 ナル 場

合 二於 テ實 験 セバ或 ハ検 出 サル ・モ ノヤ モ シ レ

ズ。 モ トヨ リ余 ノ比 較 的 少 撒 例 ヨ リ シテ コ レテ

全 ク否定 シ去ルハ イサ ・力早計ナ リト考 フルモ

本實験 ノ成績 ヨリ観 レバ肺結核患者流血中二結

核菌存在スルモ該菌ガ泌尿器系統 二著攣ナキ場

合腎臓 ヲ通 ジ尿中と排泄 セラル ・ハ極 メテ少激

ニシテ稀 ナルヲ信ズルモノナ リ。

稿 テ終 ルニ臨 ミ終始御懇篤ナル御指導テ賜 リ且

御校閲 デ恭 フセル恩師慈恵轡大林直敬助教授二

深甚ナル謝意テ表 シ、併 セテ本稿登表二際 シ、

種 々御援助 テ賜 リタル恩師千葉署大緒方教授二

封 シ深謝 ス。
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